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三
田
學
會

雜

誌

.第

四
十
八
卷
第
九
號 

ニ

四

(

六
七
四)

父
性
的
動
機」

に
い
た
る
ま
で
、

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
あ
る
い
は
顯
現
的
あ
る
い
は
潜
在
的
に
影
響
し
て
い
る 

こ
と
..を
見
逃
す
こ
..と
は
で
き
.な
い
.の
で
あ
る
？

•

附
記
わ
た
く
し
は
ー
九
五
三
年
ー
一
月
、
日
本
交
通
學
會
で
同
じ
題
名
の
下
に
報
吿
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
槁
は
、
そ
の
報
齿
を
土
樂
-
と
し
て
作
つ
た
0

〔

一
九
五
五
^

七
月
ニ
〇
日〕

1

一
九
五
五
年
二
月
の
政
變
でマ
レ
ン
コ
フ
政
權
が
退
陣
し
て
、フ
ル
シ
チ
ョ 

フ
.
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
政
權
が
登
場
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
ソ
醫
內
の
農
業 

問
題
が
諝
大
な
危
險
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
曝
露
さ
れ
た
。

マ
レ
ン
.
 

コ
フ
の
辭
任
聲
明
の
中
で
、

T

現
在
ソ
浊
典
產
黨
と
わ
が
國
の
.勤
勞
者
が
農
業 

の
最
も
念
速
な
高
揚
に
特
別
の
努
力
を
傾
け
て
い
る
と
き
、
わ
た
く
し
は
農
業 

に
生
じ
て
い
る
不
滿
な
狀
態
に
、
.
と
く
に
は
っ
き
り
し
.た
落
度
と
責
任
を
感
じ 

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ま
で
幾
年
に
も
わ
た
っ
て
■中
央
の
農
業
の
諸
機
關
の 

活
動
ぉ
ょ
び
地
方
の
徵
と
ソ
ビ
エ
ト
組
織
の
農
業
面
の
活
動
の
管
理
と
指
導
の 

責
任
は
わ
た
く
し
に
か
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る

」

と

述
べ
て
、
議

讓

上
 

の
管
理•

指
導
の
失
敗
を
街
白
し
た
。
實
際
上
の
失
敗
が
眾
に
管
理
と
指
導
の 

面
に
原
因
を
も
つ
も
の
か
、
ま
た
そ
の
责
任
を
マ
レ
ン
コ
フ
が
負
う
べ
き
性
質 

の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く 

農
業
生
產
の
不
滿.な
狀
態
が
實
際
に
存
す
る
こ
と
に
は
疑
う
餘
地
ば
な
い
。■
こ 

の
政
變
か
ら
一
月
餘
り
後
の
三
月
十
一
日
に
な
つ
て
、
新
政
府
は
盤
業
機
構
の

ソ
連
の
農
業
問
題

全
面
的
再
編
成
を
命
令
し
た
。こ
れ
に
ょ
る
と
深
刻
な
食
傲の
不
足
と
缺
陷
が 

國
內
に
存
す
る
事
實
を
明
記
し
て
、
新
計
皲
.は
生
產
を
增
强
し
、
不
合
理
な
管 

理
を
改
善
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
い
、
古
い
體
制
が
農
段
を
頭
か
ら
押
え
す
ぎ
た 

こ
と
、
增
產
と
個
人
の
利
益
の
結
び
付
き
が
薄
か
っ
た
こ
と
、
劃
一
的
な
農
法 

を
强
制
し
た
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る。

. 

.

ソ
連
に
お
い
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
農
業
が
實
施
さ
れ
て
か
ら
約
二
十
六
年
餘
に 

達
す
る
の
で
あ
る
が
、
世
界
で
最
も
進
步
し
た
と
稱
さ
れ
る
こ
の
體
制
は
、
ス 

タ
ー
リ
ン
の
い
わ
ゆ
る
釣
合
の
と
れ
た
計
齋
的
發
展
の
法
則
の
中
で
双
^
と
し 

.て
こ
の
法
則
の
例
外
を
な
す
如
き
役
割
を
演
じ
て
.い
る
ょ
う
に
觀
取
さ
れ
る
。 

本
稿
で
は
、
マ
レ
ン
コ
フ
政
權
以
後
の
農
業
政
策
の
發
展
の
經
過
を
迪
り
な
が 

ら
、
■
深
刻
な
不
足
と
誤
り
の
原
因
は
ど
こ
に
在
る
で
あ
ろ
う
か
を
探
っ
て
み
ょ 

う
と
®

う
。

一
九
五
ニ
年
の
第
十
九
囘
共
產
黨
大
會
に
お
け
る
マ
レ
ン
コ
フ
は

「

罾
も
尖 

銳
な
重
大
問
題
と
み
な
さ
れ
て
い
た
穀
物
問
題
は
成
功
裡
に
隙
決
さ
れ
、
最
後 

的
に
絕
後
的
I

解
決
さ
れ
た
：

J

と
斷
言
し
て
、
仳
界
の
法
意
を
源
い
た
の
で
あ 

る
が
、
同
時
に
第
芄
次
五
力
年
計
窬

(
1

九
五
一—

五
五
年)

で
は
五
牢
間
に

r 

-
 

'

'.
ニ

五

(

六
七
五)

■露
^
^

^



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
九
號

殼
物
を
四
〇—

五
〇
％
、、そ
'の
う
ち
ル
^
を
五
五
丨
六
0

%
高
め
る
計
©
を
發 

表
し
た
。
こ
の
計
靈
遂
行
の
た
め
に
第
五
次
五
力
年
計
畫
で
提
案
さ
れ
た
方
策

. 

と
い
う
の
は
、
耕
地
の
灌
漑
と
干
拓
に
よ
る
擴
張
と
改
善
と
へ

ク

タ

ー
當
り
收 

'獲
率
の
向
上
に
歸
せ
ら
れ
る
が
、
サ
ブ

—

 

ロ
フ
の
報
告
で
枕
增
收
分
の
九
〇
％ 

は
後
者
に
依
っ
て
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
5

と
述
べ
た
。
そ
の
方
策
の
主
な
も
の 

は
M

T

C
の
利
用
率
改
善
と
そ
の
設
備
の
擴
充
、
勞
働
生
產
性
の
向
上
、
土
地 

改
良
、
■コ
ル
ホ
ー
ズ
統
合
等
で
あ
っ
た
。

第
五
次
計
翳
で
穀
物
收
獲
高
を
四
〇

—

五
〇
％
だ
け
增
大
し
よ
う
と
い
う
の 

は
、
從
來
の
計
靈
に
お
い
て
七
％
 

(
第
四
次)

、
五
％ 

(

第
四
次
實
績)

に
比
較 

し
て
正
に
異
常
な
飛
躍
で
あ
る
。
五
ニ
年
の
增
收
が
い
か
に
劃
期
的
な
も
の
で 

.あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
異
常
な
計
靈
は
當
然
に
そ
の
成
功
を
疑
わ
れ
て
よ 

い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

.

穀
|

產
計
靈
と
な
ら
ん
で
ソ
連
農
政
の
重
•要
な
課
題
は
裔
產
振
興
で
あ
つ 

た
。
五
一一

年
に
發
表
さ
れ
た
第
五
次
計
靈
は
五
〇
年
度
公
表
頭
數
に
計
畫
增
產 

_

を
乘
じ
て
第
出
す
る
と
き
、
牛
六
七
五
〇—

六
八
八
四
萬
、
羊
一
五
八
四
〇 

丨
ー
六
〇
三
八
萬
、豚
三
四
九
五—

三
六
一
五M

、

馬
一
五
〇
七
丨
ー
五
三
四
萬 

頭

で

、

そ

れ

は

-
一
九
一

I

八
年
の
公
表
實
數
に
比
較
し
て
牛
は
三
％
低
く 

(
二
八 

年
は
七
◦

五
〇
路
頭)

、
馬
は
五
五
％
供

い

(

ニ
八
年
度
は
三
三
五
〇
萬
頭)

"

 

こ
れ
に
對
し
豚
は
三
四—

四
九
％
增
、
羊
は
八
丨
九
％
增
で
あ
る
。
畜
產
振
興 

の
た
め
に
.
マ
レ
ソ
コ
フ
は
家
帯
の
ft

#

ル

を

推

進

す

る
こ
と
、

飼
料
菡
地
を
確 

.
保
す
る
こ
と
、
蒂
產
管
理
の
改
善
に
よ
る
啬
廣
物
の
生
產
性
向
上
を
提
唱
し
た 

し
、
サ
ブー

 

ロ
フ
は
飼
料
作
物
の
播
種
を
七
〇
％
增
加
し
、
牧
草
收
蠻
里
を
ニ 

倍

に
■a
j

j l

げ
る
こ
と
、
帯
窟
經
營
方
式
の
改
善
に
よ
る
生
產
拽
の
向
上
を
說
い 

た
。

ニ

六

(

六
七
六)

註(

1
>

 

マ
レ
ソ
コ
フ
の
あ
げ
た
五
ニ
年
度
の
殼
物
總
鹿
領
は
八
十
億
ブ
ー
ド 

す
な
わ
ち
一
億
三
千
：白
海
ト
ン
で
あ
る
。
戰
後
五
年
間
の
康
領

は
、
四
六
年 

六一
、

四
七
年

九

七
、
四

八

年

一

一
五
、

四
九
年 

一
ニ
四
、
五
〇
年 

(

目
標)

一
二
七
百
萬

K
ン
と
推
定
さ
れ
る

(
J

J
,

R
u

s
s

i
a

™ 

S
o
v
ie

t  

w
c
o

n
o
m

y
,

三

一
〇
頁
參
照

)

。

五
一
年
度
の
實
績
は
七
四
億
プ 

丨

ド
す
な
わ
ち
一
億
ニ
千
苗
篱
ト
ン
、
五
〇
年
度
公
稱
實
績
は

H
標
を
下
廻 

る
七
六
億
プ
ー
ド

(
一

ニ
四
百

萬
ト
ン)

で
あ
り
、
.こ
れ
を
基
準
に
し
て
五 

'

五
年
度
目
標
を
計
弊
す
る
と

 

一
一
◦
億
プ

ー

ド

.で
あ

る

。

帝
產
の
增
加
に
し 

て
も
穀
物
の
增
產
に
し
て
も
、

A
ロ
の
增
加
を
考
慮
す
る
と
き
、
人
口
一

 
人 

當
り
の
改
善
と
は
遠
い
距
離
が
あ
る
。
四
〇
年
か
ら
五
五
年
ま
で
人
口
は
一 

0 

.
八
の
增
加
率
で
あ
る
が
、
穀
物
の
方
は
九

•

六
に
し
か
當
ら
な
い
。
.し 

か
も
後
に
說
く
よ
う
に
、
五
五
年
度
因
標
ー
一
〇
億
プ
！
ド
は
全
く
放
棄
さ 

れ
、
六
〇
年
舀
標
が

I

〇
〇
'億
と
改
訂
さ
れ
た
の
で

.あ
る
。

ニ

マ
レ
ン
コ
フ
の
掲
げ
た
こ
の
よ
う
な
農
業
振
興
の
趣
旨
に
靡
ず
る
が
如
く
、

一
九
五
三
年
か
ら
最
近
に
至
るま
で
次
々
に
新
規
の
增
產
政
策
が
登
場
し
た
。 

こ
の
政
策
の
指
導
者
は
し
か
し
マ
レ
：

N

コ
フ
で
は
な
く
し
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
で 

あ
っ
た
。
新
ら
し
い
政
策
は
殆
ど
すベ
て
フ
ル
ッ
チ
ョ
フ
共
產
鐵
第
一
書
記
の 

名
に
お
い
て
共
產
黨
中
央
委
員
會
に
報
苦
さ
れ
、
そ
こ
で
採
擇
さ
れ
、
そ
し
て 

公
表
、
實
施
さ
れ
る
と
い
う
順
序
を
經
た
。

五
三
年
度
は
同
年
三
月
の
ス
タI
リ
ン
の
死
亡
に
よ
り
、
.マ
レ
ン
コ
フ
が
公 

式
に
政
權
を
擔
當
し
た
と
き
、
い
わ
ゆ
る
緩
和
政
策
が
發
表
せ
ら
れ
、
消
費
财 

の
增
產
率
を
高
め
る
た
め
の
樣
々
の
措
置
が
相
次
い
で
發
表
さ
れ
た
。
五
力
年

計
骤
の
進
行
の
途
中
で
こ
の
新
方
針
が
發
表
さ
れ
た
こ
.と
は
、
新
政
權
に
よ
る 

經
濟
政
策
の
大
き
な
轉
換
の
第
一
艰
で
あ
る
か
の
如
く
受
取
ら
れ
た
の
で
あ
る 

が
、

マ
レ
ソ
コ
フ.
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る
聲
明
に
は
、
必
ず
し
も
急
激
な
轉 

換
で
な
く
、
當
然
の
計
靈
的
轉
換
で
あ
る
か
の
如
き
言
葉
が
あ
っ
て
、
そ
の
政 

治
的
意
圖
が
隱
敵
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
彼
等
の 

い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば

(

一
九
五
三
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
同
年
度
國
家
豫
算 

に
關
す
る
マ
レ
ン
コ
フ
の
演
說

)

、
ソ
連
の
す
べ
て
の
經
濟
地
區
に
お
い
て
發 

達
し
た
重
工
業
を
も
ち
、
重
工
業
を
ま
ず
發
達
さ
せ
る
と
い
う
課
題
が
解
決
さ 

れ
た
た
め
に
、
工
業
總
生
產
高
の
う
ち
で
重
工
業
と
輕

H

業
の
權
衡
が
根
本
的 

に
變
り
、
生
產
物
に
お
い
て
も
勞
働
湛
敷
に
お
い
て
も
、
重
工
業
部
門
.の
占
め 

る
割
合
は
約
七1
に
達
し
た
。
そ
と
で
$

も
重
工
業
の
發
達
が
輕
工
業
や
農 

業
の
生
簏
力
の
增
大
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
に
變
り
は
な
い
が
、
今
や
こ 

の
成
果
を
も
と
に
し
て
日
用
品
の
生
產
の
急
激
な
高
揚
を
組
織
す
る
一
切
の
條 

件
、
完
全
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
，る
。
輕
エ
業
の
發
展
テ
ム
ポ
を
重
工
業
と
同 

じ
よ
う
に
高
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
。

「

政
府
と
黨
中
央
委
員
會
は
輕
エ 

業
、
食
料
品
工
業
と
く
に
漁
業
の
發
展
、
農
業
の
發
展
の
た
め
に
投
資
を
著
し 

く
增
加
し
て
國
民
の
日
用
品
生
產
課
題
を
大
幅
に
增
大
す
る
方
向
に
訂
正
し
、
 

必
要
品
の
坐
産
に
ひ
ろ
く
 
_

M
■
作
企
業
そ
の
他
め
重
エ
業
企
業
を
關
與
せ
し 

.め
る
こ
と
を
必
要
と
考
え
て
い
る

」

と
は
マ
レ
ン
コ
フ
の
演
說
中
の
文
句
で
あ 

る
0
.彼
は
さ
ら
に
農
業
に
い
い
及
ん
で
、

コ
ル
ホ
I
ズ
體
制
が
生
_
の
增
加
と 

國
家
調
達
量
のif
大
に
贾
獻
し
た
こ
と
を
诌
讃
し
た
あ
と
で
、
改
善
の
必
要
を 

說
き
、

コ
ル
ホI
ズ
經
營
の
裝
備
の
劣.等
と
組
織
の
非
能
率
、
收
獲
に
お
け
る 

瓦
犬
な
遺
炎(

ソ
連
農
業
硏
.究
者
の
間
で
は
立
毛
收
量
と
實
收
量
と
の
間
に
ニ 

〇
％
の
差
を
っ
け
る
の
が
常
識
で
あ
る

)

、

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
現
金
攸
入
の
不
足
、

.

.
ソ
連
の
農
業
問
.題

コ
ル
ホ
-
ズ
農
民
の
現
物
お
よ
び
金
錢
收
入
の
不
足
、
馬
鈴
碧
•
野
菜
の
不
足 

等
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
缺
陷
に
對
す
る
改
善
措
置
と
し
て
彼
等
が
提
唱
し 

た
主
要
な
方
針
は
、
農
民
の
農
業
税
負
擔
を
輕
減
す
る
と
い
う
流
通
、
取
引
の 

面
に
お
け
る
改
革
に
あ
っ
た
。

す
な
.わ
ち
物
質
的
關
心
の
原
則
を
尊
重
し
て
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
が
肉
、
牛
乳
、
 

羊
毛
、
馬
鈴
薯
、
野
菜
な
ど
の
强
制
供
出
を
す
る
と
き
の
國
家
調
達
値
段
を
高 

め
る
こ
と
、
强
制
供
出
以
上
の
餘
剩
產
物
に
つ
い
て
國
家
貢
付
を
多
量
に
行
う 

こ
と
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
商
業
を
助
げ
て
コ
ル
ホ
|
ズ
產
物
の
寶
捌
き
を
圖
っ
て
や 

る
こ
と
、
次
に
農
業
税
改
苹
の
面
で
は
、
課
稅
額
を
一
戸
當
り
平
均
半
分
に
引 

下
げ
る
、
課
税
は
コ.ル
ホ
ー
ズ
員
の
副
業
所
得
額
に
依
存
し
な
い
で
、
個
人
的 

に
使
用
す
る
宅
地|
〇
〇
分
の
ー
へ
ク
タ
ー
ル
當
り
に
よ
る

(

從
來
は
法
令
上 

の
規
定
に
反
し
て
產
額
や
耕
作
物
に
依
存
し
た

)

、
乳
牛
を
所
有
し
な
い
.農
民 

に
は
五
三•

四
年
度
の
說
額
を
輕
減
し
、
こ
れ
を
所
有
せ
し
め
る
よ
う
に
獎
勵 

す
る
、
今
ま
で
の
農
業
税
の
滞
納
分
を
す
べ
て
免
除
す
る
こ
と
、
な
ど
が
法
目 

を
惹
く
點
で
あ
っ
た
。

五
三
年
度
の「

緩
和
政
策」

の
實
績
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
に
、
公
表 

さ
れ
た
數
字
で
は「

I

財
%

產
痱
が
五
，一一年
の
一
〇
•
五
％
か
ら
五
三
年
の 

一
ニ
％
、
そ
の
中
下
半
期
は
上
半
期
に
對
し
て
一
四
％
の
增
產

S

と
な
っ
て 

い
る
。
生
產
財
の
增
產
率
は
一
ニ
％
で
あ
る
か
ら
兩
部
門
は
同
一
率
と
い
う
こ 

と
に
な
る
。
そ
の
詳
し
い
內
譯
を
省
略
し
て
、
農
業
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
穀
物 

實
收
量
に
っ
い
て
五
ニ
年
度
よ
り
い
く
ぶ
ん
少
い
と
い
う
公
表
の
み
、
馬
鈴
薯 

は
五
ニ
年
度
と
等
し
く
、
綿
花
、
甜
菜
、
：
黟
菜
は
五
ニ
年
度
よ
り
增
收
と
い
う 

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
家
畜
頭
敷
は
順
調
に
增
加
し
た
も
の
の
如
く
公
表 

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
牛
は
五
六
六0
萬
頭
か
ら
同
年
十
月
一
日
六
三
〇
〇
萬
頭

ニ

七

(

六
七
七)



三
田
學
會
嫌
誌
第
四
十
八
卷
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第
九
號 

■

へ
、
豚
は
ニ
八
五
〇
萬
頭
か
ら
三
四
五
〇
萬
頭
へ
、
羊

•
山
羊
は
一
◦
九
九
〇 

萬
頭
か
ら
一
四
四
四
0
萬
頭
へ
と
、
五
五
年
目
標
に
對
應
し
う
る
數
字
を
示
し 

た
の
で
あ
る
。

i

財
の
增
加
维
と
い
い
、
農
業
の
振
興
と
い
い
、
こ
の
よ
う
な
實
績
ば
決 

し
て
黨
と
政
府
の
約
束
ま
た
は
期
待
に
合
故
す
る
も
の
と
は
い
い
難
い
。
五
三 

年
八
月
に
マ
レ
ン
コ
フ
が
上
記
の
如
き
^
^
に
關
す
る
演
説
を
行
っ
た
そ
の
す 

ぐ
次
の
九
月
に
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
同
■
な
越
旨
の
農
業
振
興
施
策
に
關
す
る 

報
^

を
行
い
、
そ
れ
を
實
施
さ
せ
る
こ
と
に
.な
つ
た
。「

ソ
浊
の
畜
產
の
一
層 

の
發
展
お
よ
びn

ル
ホ
ー
ズ
員
勞
働
者
•
勤
務
員
の
經
營
か
ら
國
家
の
引
渡
す 

帯
產
義
務
供
出
ノ
ル
マ
の
引
下
•什
に
關
す
る
諸
施
策
/

お

よ

び「

一
九
五
三 

年
か
ら
五
五
年
に
至
る
間
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
馬
鈴
碧
.
.
 

野
菜
の
生
1-
'

と
を
增
如
す
る
た
め
の
諸
施
策

」
が
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
關
す
る
說
明
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
マ
レ
ン
コ
フ
と
同
じ
よ
う 

に
、
18
:

工
業
の
發
展
が
從
來
の
基
本
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
農
業
と
輕
工
業
の 

發
展
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
い
い
、
そ
し
て
今
や
こ
の
基
本
課 

題
が
綾
行
さ
れ
、
農
業
.
輕
工
業
發
展
の
た
め
に
必
耍
な
前
提
が
っ
く
ら
れ
た 

と
述
べ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
過
日
の
大
會
に
お
け
る
マ
レ
ン
コ
フ
の
演
說
ほ
ど 

大
臜
な
言
葉
で
な
い
と
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
穀
物
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
る 

か
の
如
き
言
葉
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た
。

「

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
國
が
穀
物
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に 

お
い
て
國
家
の
必
要
な
鼓
物
の
需
要
を
だ
い
た
い
滿
た
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ 

は
必
耍
な
國
家
の
豫
備
を
持
っ
て
お
り
、

一
定
量
の
穀
物
輸
出
業
務
を
行
っ
て 

い
る
。
勤
勞
莕
の
物
質
的
福
祉
の
增
進
と
と
も
に
、
國
呙
の
需
要
は
漸
次
多
く 

の
穀
物
か
ら
、
肉

•
乳
製
品
.
野
菜
そ
の
他
に
移
轉
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

.
ニ

八

.

(

六
七
八)

ら
の
農
^
双

門
に
お
い
て
近
年
國
民
の
急
速
に
增
加
す
る
要
求
と
生
産
水
準
の 

間
の
明
か
な
不
一
致
が
判
明
し
た

」

と
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
輕
工
業
と
食
料

H

 

業
の
發
展
が
こ
の.
一
連
の
農
業
部
門
の
立
！

1

れ
の
た
め
に
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ 

と
を
指
摘
し
、
穀
物
部
門
以
外
に
お
け
る
農
業
振
興
の
必
要
を
力
説
し
た
の
で 

あ
る
。

彼
は
前
述
の
重
工
業
優
先
と
い
ぅ
や
む
を
得
な
い
理
由
に
っ
け
加
え
て
、
そ 

れ
と
同
時
に「

わ
れ
わ
れ
自
身
に
關
係
あ
る
原
因

」

と
し
て
農
業
指
導
上
の
缺 

陷
っ
，ま
り
農
業
部
門
に
お
け
る
物
質
的
關
心
の
原
則
を
ふ
み
に
じ
っ
た

こ
と 

が
、
こ
の
立
遲
れ
を
来
た
し
た
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
畓
產
で
は
手 

勞
働
が
多
く
、
生
產
费
用
が
か
さ
む
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
供
出
.
寶
渡
し
に
よ 

る
收
入
が
一
罾
_
日
あ
た
り平
均
五
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
の
に對
し
、
Ir
1
1花
は
中 

央
ア
ジ
ア
諸
國
で
ー
七
丨
三
六
ル
ーブ
ル
、
甜
菜
は
ゥ

ク

ラ

ィ

ナ

で| 

ニ
ル
ー 

ブ
ル
、
工
業
作
物
は
全
ソ
連平
均

一
八
ル
ー
ブ
ル
に
達
す
る
。
ま
た
ア
ル
テ
リ 

定
款
に
よ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
內
の
私
豸
吧
農
業
は
個
人
的
數
量
と
公
共
的
利
益
を 

正
し
く
配
合
す
る
原
則
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
原 

則
が
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
家
咨
5T
數
を
滅
少
せ
し
め
た
り
、
 

コ
ル
ホー

ズ
か
ら
流
出
し
た
り
す
る
。

こ
こ
•で
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
物
質
的
關
心
を
高
め
る
に
、
奇
產 

物
、
野
菜
お
よ
び
馬
鈴
薯
の
現
行
調
達
な
ら

び

に

贤
上
の
惯
格
を
引
上
げ
る
こ 

と
と
し
、
家
帯
家
禽
の
供
出
價
格
を
現
行
の
五
.
五
倍
以
上
、
牛
乳
と
バ
タ
ー 

は
二
倍
、
.馬
鈴
馨
は
ニ
.
五
倍
、
野
菜
は
平
均
ニ
五
丨
四
〇
％
だ
け
5|
±

げ
、
 

買
上
げ
赝
袼
は
肉
に
っ
い
て
平
均
三
〇
％
、
牛
乳
は 

一

•
.
五

倍

だ

け

引

上

げ

る 

こ
と
と
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
1*
物
の
義
敎
供
出
基
準
を
引
下
げ
、
 

他
方
で
は
國
家
買
上
げ
の
制
度
を
改
め
て
豫
約
買
付
制
を
撾
げ
、
前
拂
金
に
よ

つ
て
國
家
の
調
達
量
を
確
保
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
流
通
經
濟
的
改
革
に
加
え
て
、

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
經
營
面
の
能
率 

改
善
、
M

T

C
の
利
用
そ
の
他
生
產
技
術
の
改
革
、
指
導
幹
部
の
蒸
成
と
訓
練 

等
を
カ
說
し
て
生
產
性
の
向
上
を
期
待
し
た
。

.

こ
の
ょ
う
な
經
營
面
の
改
善
と
流
通
面
の
改
革
が
ど
れ
ほ
ど
の
實
效
を
確
保 

し
得
た
か
は
明
^

で
な
い
が
、
生
產
物
の
總
額
に
關
す
る
限
り
、
增
產
實
績
が 

始
ど
擧
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
經
營
.の
面
に
お 

い
て
黨
活
励
が
不
十
分
な
こ
と
に
っ
い
て
は
、
い
く
た
び
か
懲
醫
が
發
せ
ら
れ
、
 

コ
ル
ホ
|
ズ
と
肘
丁
0

の
事
態
に
對
す
る
指
導
的
耍
員
の
責
任
制
が
と
ら
れ
て 

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
激
活
励
を
こ
れ
ら
の
體
制
の
內
部
に
お
い
て
一
層
活 

潑
に
行
い
、
增
產
の
た
め
に
锁
極
的
に
參
加
す
べ
き
こ
と
が
罾
■

さ
れ
た
。

五
四
年
の
一
月
の
全
迎
邦
M

T

0從
業
員
會
議
に
お
い
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
フ 

述
邦
農
業
相
の
報
带
し
た
と
こ
.ろ
に
ょ
れ
ば
、
最
近
四
力
月
間
に 

ー
0
、
八
一 

三
名
の
技
師
と
一
〇
、
六
〇

一
名
の
技
手
が
M

T

C作
業
の
た
め
に
送
ら
れ
、

一
五
〇
萵
人
の
コ
ル
ホ
！
ズ
員
が
滅
1

0
の
常
勸
勞
働
者
の
地
位
に
轉
換
さ
れ 

た

C

コ
ル
ホ
ー

ズ
員
を
M 

T

0の
常
勤
者
に
轉
換
す
る
と
い
う
の
は
、
彼
等
が 

正
規
の
勤
務
員
と
し
て
一
定
の
偉
給
を
受
取
る
こ
.と
を
意
味
す
る
が
故
に
コ
ル 

ホ
ー
ズ
の
經
濟
的
負
擔
が
增
大
す
る
。
し
ば
し
ば
常
勤
員
と
し
て
の
地
位
に
あ 

つ
てn

ル
ホ
|
ズ
勞
働
に
從
事
し
な
い
者
の
多
い
こ
と
を
經
驗
し
て
、
か
っ
て 

は
こ
れ
を
嚴
重
に
制
限
す
る
方
策
が
採
用
さ
れ
た)

。
，ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
フ
の
意 

蹈
す
る
と
こ
ろ
は
常
1/
者
を
增
す
こ
と
に
ょ
つ
て
、
ト
ラ
.ク
タ
.
I、

コ
ム
パ
イ 

ン
等
の
機
械
利
用
め
.兼
務
を
廣
く
導
入
し
、
そ
の
利
用
率
を
高
め
る
こ
と
！

i

あ 

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ソ
連
の
農
業
問
題

註(

1〕

農
業
税
の
改
茁
に
關
す
る
在
來
の
經
緯
を
み
る
と

一
九
三
四

1
三
八 

年
ま
で
は
そ
の
課
税
は
す
べ
て
私
総
濟
的
所
得
を
布
す
る
農
说
に
對
し
、
收 

入
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

一
〇
丨
五
〇
ル
ー
ブ
ル
の
固
定
税
で
あ
っ
た
が 

三
汍
年
に
な
っ
て
一
段
と
高
率
に

■引
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
內 

:
の
播
鹰
、
栽
培
、
家
畜
の
平
均
所
有
高
を
奄
定
し
て
、
そ
の
生
靡
物
の
市
場 

價
格
に
よ
っ
て
所
得
基
準
を
瞎
リ
、
各
個
人
の
實
所
得
い
か
ん
.に
依
存
す
る 

こ
と
な
く
、
累
進
稅
率
に
よ
っ
て
最
低
五

0
ル
ー
ブ
ル
以
上
を
課
す
る
の
で 

‘あ
っ
た
。
稅
の
査
定
が
土
地
而
稹
ゃ
家
畜
所
有
の
.推
定
領
に
侬
存
し
た
た
め 

に
、
生
產
高
の
多
い
コ
ル
ホ

|
ズ
員
は
比
較
に
有
利
で
あ
り
、
平
均
以
上
の 

收
人
に
つ
い
て
は
、

.全
く
坦
己
收
入
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し 

か
る
に
戰
承
の
進
展
に
.っ
れ
て

コ

ル
ホー

ズ
员
が
減
少
し
、
贸
際
の
刺
作
地 

と
家
畜
收
入
が
減
づ
て
き
た
た

.め

.に
、
赏
際
の
收
人
高
に
依
苻
し
な
い
課
悅 

.方
法
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
凤
に
と
っ
て
甚
だ
，し
く
苛
酷
に
な
っ
た
。
な
お
附
言
す 

れ
ば
、
，
コ
ル
ホ
ー
ズ
そ
れ
自
體
の
義
務
納
入
の
齑
定
に
っ
い
て
は
、
所
有
農 

地
邀
準
か
ら
實
際
生
鹿
.高
に
移
る
よ
ぅ
に
な
り
、
_
後

の

四

の

義
務
納 

入
法
の
改
正
に
よ
り
特
に
勞
働
力
の
不
足
す
る
地
方

(

力
ザ
フ
、
沿ボル 

ガ、
シ
べ
リ
ャ
等

)

.
の
義
務
納
入
領
を
輕
減
し
、
勞
カ
資
村
と
も
に
豐
富
な 

地
方(

中
央
、
西
部
、
南
ロ
シ

.ャ
、
ゥ
ク
！ヴ
ィ
ナ

)

で
は
こ
れ
を
引

.上
げ
た
。
 

ま
た
同
一
地
區
內
で
も
生
康
能
力
に
應
じ
て
義
務
鈉
入
串
に
.差
別
を
設
け
た

の
で
あ
る
。

.

農
業
税
は
一
九
四
八
年
に

「

コ
ル
ホ
ー
ズ
貝
の
個
人
副
業
か
ら
の
收
入
と 

私
營
農
場
の
收
入
が
最
近
增
加
し
た
た
め

」

と
い
ぅ
理
山
で
、
そ
の
税
难
を 

引

上

げ

ら

れ

^

。

'
ニ

九

(

六

七

九)

'



ー
ー
ー
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
九
號
‘

三

五
三
年
度
經
濟
實
績
は
五
四
年

1

月
三
十1

日
附
プ
ラ
ゥ
ダ
紙
上
に
發
表
さ 

れ
た
が
、
そ
れ
に
依
れ
ば
、
農
業
に
關
す
る
限
り
、
增
產
の
效
果
を
あ
げ
得
な 

か
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。UI
I
辰
作
物
の
總
播
種
面
積
に
っ
い
て
み
れ
ば
、
全 

體
で
一
四
〇
鹆
ベ
ク
タI
ル
の
增
加
で
あ
る
が
、
小
亵
播
種
面
積
'だ
け
'で
は
ニ 

〇
〇
萬
へ
ク
タ
ー
ル
の
增
大
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
他
の
農
作
物
で
六
〇 

萬
へ
ク
タ
！
ル
の
減
少
が
あ
つ
た
と
み
な
け
れ
、ば
な
ら
な
い
。
.
五
〇
年
以
来
の 

公
表
增
加
面
樹
は
年
々
に
遞
減
し
て
お
.り
、
五
〇
年
に
六
六
〇
萬
、
五
一
年
に 

六
七
〇
萬
ハ
五
ニ
年
に
ニ
七
六
翦
と
な
っ
て
い
る
。

.

.

し
か
し
成
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た
農
業
に
比
較
す
る
と
、
工
業
の
面
に
っ
い 

て
は
、
五
〇
年
以
来
の
對
前
年
增
加
率
は
、
五
〇
年
ニ
三
％
、
五
一
年
一
六
％
、
 

五
ニ
年 

一
一
％
、
五
三
年
 

一
二 
％
と
，い
う
數
字
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
だ
い
た 

い
前
年
と
同
機
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。

こ
の
年
度
に
お
い
て
特
に
宣
傳
さ
れ
た
消
費
財
生
產
は
、ど
う
か
と

•い
う
に
、
 

こ
れ
は
前
述
の
如
く
生
產
財
の
樹
產
率
と
相
等
し
ぐ

 

一
一
一
％
 (

五
一
一
年
は
 

一0
. 

五
％
對
一
一
.
五
％)

で
あ
る
が
、
特
に
注
目
を
要
す
る
の
は
商
品
販
賣
量
の 

增
加
舉
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
％
と
い
う
數
字
で
あ
っ
て
.讓
財
生
產
增
加
率 

を
著
し
く
離
し
て
い
る
。
艽
一
年
、
五
ニ
年
に
っ
い
て
み
て
も
、
雨
增
加
率
は 

だ
い
た
い
相
等
し
い

(

す
な
わ
ち
五
.
.一
年
の
生
產
增
加
率
一
六
％
に
對
し
小
寶 

取
引
高
增
加
率
一
五
％
、
五
ニ
年
は
同
じ
く

 

一
 

◦
•五
％
に
對
し
一
〇
％

)

の
で 

あ
る
か
ら
、
こ
の
販
賣
高
增
办
率
の
高
さ
を
說
明
す
る
も
の
が
別
に
な
く
て
は 

な
ら
な
い
。
そ
れ
の
主
な
る
も
の
は
輸
入
と
貯
藏
品
の
放
出
と
で
あ
ろ
う
。
ソ 

連
政
府
が
貴
金
愿
を
西
歐
の
市
場
で
寶
邾
し
た
の
は
ち
よ
う
ど
こ
の
當
時
で
あ

'

三
0 

(

六
八
0)

つ
た
。
し
か
も
國
民.の
日
用
品
と
み
ら
れ
る
財
貨
のit
產
率(

％)

は
極
め
て
低 

く
、
た
と
え
ば
、
綿
織
物
五
、
毛
織
物
九
、
革
靴
四
、
靴
下
四
、
魚
類
三
、
肉 

一
二
、
乳
製
品
九
、

マ
ー
ガ
リ
ン
ニ
四
、
砂
糖

 

一
二
、
獸
脂
三
、.石
鹼
ー
一
、
 

菓
子
類
九
、
チ
ー
ズ
一
六
、
茶
六
の
各
パ
、！
セ
ン
ト
.で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
奢 

侈
品
に
馬
す
べ
き
品
物
は
、
絹
織
物
七
八
、
乘
用
車
三
〇
、
テ
レ
ビ
セ
ッ
ト
一 

ニ
五
、
ミ
シ
ン

一一

四
、
冷
藏
庫
五
九
、ラ
ジ
オ
受
信
機
ニ
七
各
パI
セ
ン
ト
と 

い
ぅ
極
め
て
顯
著
な
增
產
率
で
あ
つ
た
。こ
れ
ら
の
奢
侈
品
は
恙
礎
數
量
が
少 

な
い
た
.め
に
比
較
的
少
量
の
增
加
が
率
と
し
て
高
率
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ 

る
.が
、
い
ず
れ
に
し
て
も®

財
生
產
增
加
率
の
向
上
.の
裏
に
は
か
く
の
如
き 

數

字

の

，か
_ら
く
り
の
存
す
るこ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
三
年
の
間
に
お
い
てI

財
の
供
f

加
の
た
め
に
と
ら
れ
た
政
府
の
措 

置
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
は
、
十
月
二
十
日
の
裏
發
展
策
、
同
二
十
一
日
の 

.
日
用
工
業
品
の
生
產
擴
張
と
品
質
改
善
措
置
、
十
月
三
十
日
の
食
料
品
の
生
產 

擴
張
と
品
質
改
善
措
置
な
ど
で
あ
る
。
1

發
展
策
は
、
五
力
年
計
靈
の目 

標
を
改
訂
し
て
五
四
年
中
に
五
〇
年
の
七
ニ

 

％
增
、

五
五
年
に
は
そ
の
一
〇 

〇
％
增
だ
け
商
品
流
通
高
を
高
め
る

(

五
力
年
計
霞
で
は
五
五
年
ま
で
に
七 

〇
％
增)

こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
は1

の
官
僚
的
缺
陷
を
指
摘
し 

て
そ
の
改
善
を
要
求
し
、
農
村
で
は
日
用
品
の
販
寶
が
滿
足
に
行
わ
れ
て
い
な 

い
と
述
べ
.て
い
る
。
他
の
ニ
っ
の
改
善
措
置
は
い
ず
れ
も
そ
の
名
稱
の
通
り
の 

内
容
の
も
.の
で
，、
前
者
は
一
部
の
重
工
業
部
門
を
轉
用
し
て
必
要
物
質
の
生
產 

に
從
事
せ
し
め
る
こ
と
を
命
じ
て
、
こ
の
ニ
、
三
年
間
に
國
民
の
必
要
と
す
る 

日
用
工
業
品
の
個
々
の
供
給
目
標
を
掲
げ
て
そ
の
增
產
を
豫
齿
し
た

の

で

あ
 

る
。

四

一
九
五
四
年
に
な
っ
て
、
穀
物
問
題
に
っ
い
て
、

.
從
來
の
マ
レ
ン
コ
フ
、
フ 

ル
シ
チ
ョ
フ
の
態
度
に
一
見
背
反
す
る
ょ
ぅ
な
報
^
が
黨
中
央
委
員
會
に
お
い 

'
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
の
報
赀
に
基
い
て
、
極
め
て
大
規
模 

_

な
增
產
計
戴
が
實
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
同
年
三
月
一
一 

日
の「

粒
穀
の
一
段
の
增
產
な
ら
び
に
未
開
墾
地
と
長
期
休
閑
地
の
開
拓

」

に
關 

す
る
'
^<

委
員
會
の
決
定
で.あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ば
こ
の̂
胄
で
全
員̂

^
 

門
に
わ
た
る
增
產
の
必
要
を
說
い
た
。
家
畜
飼
料
と
し
て
の
ト
オ
モ
ロ
コ
シ
、
 

大
痠
、
燕
麥
、
非
食
料
穀
物
生
產
地
の
住
民
の
た
め
の
食
料
穀
物
、
國
家
豫
備 

と
そ
の
更
新
の
た
め
の
穀
物
、、
輸
出
增
加
の
た
め
の
穀
物
等
が
ぜ
ひ

と

も

全
農 

業
生
產
の
基
礎
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
い
い
、
現
在
の
水
準
に
お
い
て
は
、
總 

收
禊
高
か
ら
み
て
も
、
商
品
部
分
に
っ
い
て
み
て
も
そ
れ
が
需
要
に
追
付
い
て 

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

 

.

五
四
年
ー.
1一
月
の
こ
の
新
開
拓
計
®
には
、

^

っ
か
の
注
目
す
ベ
き
特
徴
が
あ 

る
。
そ
の
第
一
は
粒
穀
作
物
の
不
足
が
前
言
を
飜
し
て
公
言
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の 

第
一
一
は
前
年
度
家
.畜
增
產
政
策
が
所
期
の
效
果
を
あ
げ
え
な
い
理
由
を
飼
料
穀 

物
の
不
足
に
歸
し
た
こ
と
、
そ
の
三
は
、增
產
の
手
段
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
經
營
の
能 

竭
化
に
求
め
な
い
で
新
ら
し
い
土
地
開
拓
に
求
め
た
こ
と
、
そ
の
四
は
コ
ル
ホ 

丨
ズ
及
び
コ
ル
ホI
ズ
員
の
經
濟
狀
態
が
劣
等
で
あ
る.こ
と
を
承
認
し.た
點
、
 

そ
の
五
は
’粒
穀
の
調
達
と
買
付
を
增
す
こ
と

(

前
年
比
三
五i
四
〇
％
の
増
加) 

が
目
的
で
あ
る
と
い
い
、
乂
フ
ホ

ー

ズ
組
織
を
罾_
$?
1
%
に
お
い
て
重
視
し
て 

い
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
六
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
不
成
績
が
農
民
の
責
任
で
な
く
、 

計
靈
立
案
者
や
指
導
者

(

す
な
わ
ち
ゴ
ス
プ
ラ
ン'
^
ぽ
#

胄
廳
、
地
方
の
黨
、

ソ
連
の
農
業
問
題■

ソ
ヴ
ユ
ト
の
幹
部

)

の
責
任
に
歸
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。

こ
の
計
靈
の
槪
耍
は
ヵ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
シ
べ
リ
ヤ
、
ゥ
ラ
ル
、
ボ
ル
ガ
流
域 

の
諸
地
方
1
北
コ
ー
.ヵ
サ
ス
め
一
部
の
長
期
休
閑
地
と
未
開
懇
地

(

牧
草
地
を 

含
む)

に
多
額
の
追
加
的
投
資
を
用
い
な
い
で
.高
收
獲
を
あ
げ
よ
う
と
い
う
こ 

と
で
あ
る
。

開
拓
豫
定
面
積
は
一
九
五
五
年
ま
で
は
一
三
〇
〇
萬
へ
ク
タ
ー 

ル
、

一
一
丨 
一.
ニ
億
プ
ー
ド
の
增
產
と
そ
の
う
ち
八
丨
九
億
プ
ー
ド
の
商
品
化 

(

高
率
の
.商
品
化
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る

)

、
五
四
年
中
に
は
小
麥
と
キ
ビ
に
っ 

い
て
播
種
面
積
二
三
〇
萬
へ
ク
タ
ー
ル
、
殘
餘
を
五
五
年
中
に
行
う
。
.開
拓
の 

た
め
に 

一
ニ
萬
豪
の
ト
ラ
ク
タ
I

、

一
 

萬
臺
の
コ
ム
バ
ィ
ン
、
多
數
の
そ
の
他 

の
農
機
、
自
動
車
を
新
規
に
洪
給
す
る
。
勞
働
力
を
組
織
的
募
集

(

全
國
各
コ

.ル
ホ
I
ズ
に
割
當
て
開
拓
從
業
員
を
募
る

)

-
-
愛
國
的
事
業
と
み
な
さ
せ
る

-
-
に
よ
つ
て
調
達
す
る
と
同
時
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ム
バ
ィ
ン
手
を
組
織

的
に
養
成
す
る
、
指
導
部
員
、
專
門
家
、
有
資
格
勞
働
力
を
國
民
經
濟
の
諸
部 

門
か
ら
選
抜
す
る
、

一
〇
萬
人
の
機
械
工
を
共
產
靑
年
同
盟
と
靑
年
の
中
か
ら 

志
願
手
續
き
に
よ
っ
て
派
遣
す
る

(

共
靑
同
盟
の
創
意
に
よ
る
と
い
わ
れ
る

)

、 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
地
方
で
實
際
に
開
拓
忙
從
事
す
る
コ
ル
ホ
ー
、ス員
や
M

T

C 

從
業
員
の
た
め
の
生
活
に
備
え
るた
め
に
、

野
外
キ
ャ
ン
プ
、

小
車
翻
、
炊
事 

場
、
浴
場
、
移
動
小
賣
店
の
設
備
を
設
け
た
り
、
文
化
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る 

’
こ
と
.
を

約

束

す

る
。
ま
た
彼
等
の
物
質
的
關
心
を
高
め
るため
に
、

報
酬
を
高 

め
、
義
務
納
入
を
輕
滅
し
、
前
拂
い
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
。

こ
の
よ
う
な
新
增
產
計
蠻
が
ど
れ
ほ、ど
め
目
的
を
達
成
し
た
か
は
双
^
の
狀 

況
に
お
い
て
は
朱
だ
明
白
な
評
價
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
五
四
年
上 

半
期
の
經
濟
實
績
公
表
と
、
.
五
五
年
一
月
の
前
年
度
實
績
表
、

一
月
.一
.五
日
に 

お
い
て
中
央
委
員
會
の
總
會
に
お
け
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
演
說
と
、
そ
れ
か
ら

一 j

三1
(

六
八1

)

,

1I1
I
I：



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
九
號

月
に
お
け
る
マ
レ
ン
コ
フ
退
陣.が
公
表
さ
れ
た
最
高
會
議
に
お
け
る
五
五
年
度
- 

新
豫
寬
案
と
を
通
じ
て
最
初の

半
年
餘
の
狀
態
を
知
る
の
みで
あ

る

。

五
四
年
七
月
に
發
表
さ
れ
た
國
民
經
濟
計
靈
遂
行
實
績
に
よ
れ
ば
、
工
業
全 

體

と

し

て

.
は

 

一
◦

ニ
％

の
_

で
あ
る
。
關
係
各
翁
の5
ち
ー
.〇
〇
％
以
下
の
も. 

の
に
は
、
林
業
省
、
漁
業
省
、
肉
類•酪
農
品
工
業
省
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
外 

に
民
需
物
質
を
供
給
す
る
民
需
品
工
業
省
、
食
料
品
工
業
省
は
上
記
の
諸
省
と 

と
も
に
製
品
の
品
質
の
不B
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
生'
1§
^
懷
引
下
げ
計
靈
が；

. 

だ
し
く
未
遂
行
で.あ
っ
た
も
の
の
小
に
は
、
林
業
省
と
肉
類
.
酪
農
品
工
業
省 

が
數
え
ら
れ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
計
皲
で
は
、
豫
定
の
二
三
〇
馮
へ
ク
タ
ー
ル 

の
播
種
を
超
え
て
三
六
〇
萵
へ
ク
タI
ル
に
播
種
が
行
わ
れ
、
供
給
さ
れ
た
ト 

ラ
ク
タ
ー
は
六
萬
五
千
豪
、

コ
ム
バ
ィ
ン
は
九
千
臺
、
ト
ラ
ッ
ク
は
六
千
臺
に 

達
し
た
。
農
業
全
體
と
し
て
は
春
蒔
き
作
物
を
前
年
よ
り
九
五
〇
萬
へ
ク
タ

I 

ル
多
く
播
種
し
、
そ
の
う
ち
粒
殼
作
物
は
六
五
〇
萬
、
ま
た
そ
の
こ
と
で
春
蒔 

き
小
赉
の
增
加
面
攒
は
三
六
〇
萬
へ
ク
タ
I

ル
に
及
ん
だ
と
發
表
さ
れ
た
。
前 

年
来
の
家
畜
增
產
計
钹
は
ど
う
か
と
い
う
に
、
全
體
と
し
て
乳
牛
八
％
、
豚
一 

三
％
、
苹
四
％
の
增
加
と
な
っ
て
い
る
' 

乳
牛
に
っ
い
て
み
る
と
計
篑
は
五
三 

年
十
月
の
ニ
六
〇
〇
捣
頭
か
ら
五
四
年
十
月
の
ニ
九
ニ
〇
萬
頭
で
、

二
1%

の 

增
加
豫
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
は
相
常
の
距
離
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
畜 

產
政
策
の
成
功
に
は
遠
く
及
ば
な
い
有
樣
で
あ
る
。

同
年
八
月
に
は
、
馬
鈴
著•
睜
菜
.
果
實
に
っ
い
て
は
季
怖
的
小
寶
惯
格
を 

實
施
す
る
と
稱
し
、
收
獲
時
を
離
れ
る
に
っ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
赝
格
を
引
上
げ 

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。.そ
の
趣
旨
は
こ
の
種
農
作
物
の
冬•春
に
お
け
.る
貯 

藏
を
有
利
に
刺
戟
し
て
コ
ル
ホ
|
ズ
市
場
憤
格
に
對
す
る
國
營
商
業
の
影
響
カ 

を
高
め
る
た
め
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
例
え
ば
奥
手
馬
鈴
薯
は

三ニ
 

(

六
八
ニ

)

、

十
月
末
日
ま
で
一
キ
ロ
常
り
〇

.

四
五
ルー

ブ
ル
の
も
の
が
三
月
一日
以
後
は 

〇
.
八
〇
ル
！
ブ
ル
に
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
の
發
表
で
は
そ
の 

代
り
に
植
物
汕
と
蔬
菜
_
詰
と
冷
凍
贺
碗
莧
の
價
格
を
平
均

 

一一一

％
引
下
げ
る 

.こ
と
に
よ
っ
て
國
民
の
損
失
を
十
分
に
償
う
と
稱
し
て
い
る
。

.休
閑
地
開
拓
は
面
積
の
上
で
著
し
い
進
涉
ぶ
り
が
八
月
十
七
日
の
プ
ラ
ゥ
ダ 

紙
上
に
公
表
さ
れ
た
。
開
妬
地
域
は
豫
定
の
一
三
〇
〇
燕
を
超
え
て
一
三
四
〇 

萬
へ
ク
タ
I

ル
に
達
し
、
播
種
で
は
前
記
の
如
く
 

二
三
〇
离
を
超
え
て
三
六
〇 

萬
に
達
し
た
.0
そ
こ
で
計
篑
を
進
め
て
五
五
年
內
に
一
五
〇
〇
萬
へ
ク
タ

ー

ル 

に
播
種
を
達
成
せ
ん
と
し
、
五
六
年
に
は
二
八
〇
〇
な
い
し
三
〇
〇
〇
へ
ク
タ 

丨
ル
に
播
種
面
積
の
擴
張
を
保
障
す
べ
き
こ
と
を
數
中
*

罾

員

と

大

防

#

_

が 

決
議
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

五
五
年
一
月
に
發
表
さ
れ
た
前
年
度
經
濟
實
績
に
よ
る
と
、
穀
物
そ
の
他
の 

農
產
物
の
增
產
は
め
ざ
ま
し
，い
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
穀
物
の 

收
獲
は
ゥ

ク

1

フ

ィ

ナ

や
ボ
ル
ガ
沿
#
地
區
で
天
候
不
良
に
よ
る
損
害
が
あ
っ
た 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
體
と
し
て
の
調
達
と
賈
付
は
五
三
年
よ
り
多
か
っ
た
と 

い
う
。

し
か
し
そ
の
絕
對
額
に
っ
い
て
の
發
表
は
な
い
。

五
三
年
は
五
ニ
年 

(

八
〇
億
プ
ー
ド
の
生
產
額

)

よ
り
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
五
四
年
度
が
五 

三
年
よ
り
多
い
と
し
て
も
五
ニ
年
度
に
優
っ
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。

一
部 

に
は
ゥ

ク

ラ

ィ

ナ

.沿
ボ
ル
ガ
地
方
の
旱
ば
っ
の
不
作
を
新
開
拓
地
の
增
產
が 

補
っ
た
か
の
如
く
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
開
拓
耕
地
で
春
蒔
き
の
終
っ
た
の
は 

一
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
計
憲
の
成
功
と
剣
斷
す 

る
の
は
輕
率
で
あ
ろ
う
。

畜
產
の
增
加
は
、
上
半
期
に
發
表
し
た
對
丑
四
年
七
月
と
の
比
率
よ
り
は
い 

く
ぶ
ん
よ
く
な
つ
て
い
る
。
表
に
表
わ
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

全

m

營

合

訃

個

人

所

；ソ 

フ 

ホ

I
ズ

所

苻 敌
.写

X 
- 

 ̂
V 

U

八 七 ノし

%

-ヒ

比
乳

六 9 コ ご
屮

比
牛

5
式

yrr.
七

比
豚

七
s i

五 i l l
十

比

四 Jj* ニ

( 減 )
月
比

羊

ニ 9
( 減）十•

比

(

個
人
所

有

の

家
咨
は
十
月
比
に
お
い
て

%
加
と
の

み

發
表
が
あ

っ

た

。

〕

こ
の
表
で
法
罔
す
ベ
き
こ
と
は
、
乳
牛
がコ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ
ホ
.

—

ズ
に
お 

い
て
と
も
に 

一
ニ 
％
の
增
加
を
示
し
、
し
か
も
個
人
所
有
も
增
加
し
た
と
い
い 

な
か
ら
平
均
し
て
六
％
の
增
加
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
乳 

牛
に
^
づ
る
限
り
個
人
所
有
の
比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ 

ろ
う
。
こ
れ
に
對
し
、
羊
と
豚
は
七
月
比
の
數
字
で
わ
か
る
よ
う
に
個
人
所
有 

の
驚
く
べ
き
增
加
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
體
の
比
率
が
少
な
い
點
か
ら

み
て
、
 

制
鲁
的
所
有
が
駆
倒
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ

の
增
加
率
は
全 

體
と
し
て
成
功
で
あ
る
か
と
い
う
な
ら
ば
、
五
力
年
計
靈
の
目
標
に
は
依
然
と 

し
て
追
付
い
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
五
力
年
計
蠻
の
自
標
乳
牛
ニ
九
ニ
〇
萬
頭 

に
對
し
、
五
四
年
の
實M
は
ニ
七
五0

襲

、
豚
は
基
五
四
五0

藥

に

對 

し
て
驚
績
五
一
〇
〇
翦
頭
、
竿
は
目
標
一
四
四
四
〇
萬
頭
に
對
し
て

一
一
七
五
，
 

〇
黹
頭
で
あ
る
。
こ
の
不
足
の
實
狀
は
畜
產
物

c

ハ
タ
ー
、
獸
脂
、
肉
類

)

.に

. 

つ
い
て
も
い.え
る
が
、
數
字
は
省
略
す
る
。

ソ
連
の
農
業
問
題
 

•

五

'

こ
れ
を
悪
す
る
に
穀
物
增
產と
い

い

、

i

財
增
產
と

い

い

、

五
三
.
五
四 

兩
年
度
に
お
け
るマ
レ

ン

コ
フ
政
權
下
の
經
濟
政
策
は
決
し
て
十
分
の
實
績
を 

あ
げ
た
と
は
い
い
難
く
、i

財
の
增
產
は
農
產
物
の
增
產
な
く
し
て
は
困
難 

で
あ
り
、
兩
年
度
間
の
そ
の
供
給
增
加
は
輸
入
や
貯
藏
物
資
の
放
出
に
ま
っ
と 

こ
ろ
が
，多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と#
定
さ
れ
る
。
農
產
物
の
增
加
の
程
度
は
上
述 

の
如
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
穀
物
の
總
產
額
は
到
底
五
ヵ
年
計
雪
封 

標
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
五
®
年
に
お
い
て
も
五
ニ
年
度
の
八
〇
億
プ 

丨

ド
を
凌
ぎ
え
な
いと
す

れ

ば

、

五
五
年
度
に
お
い
て
豫
定

E

標
ー
一
〇
儅
を 

收
權
す
る
こ.と
は
ま
ず
不
可
能.と
.い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
狀
勢
の
下
に
突
然
發
表
さ
れ
た
の
が
、
農
政
上
の
多
年
に
わ
た 

る
責
饪
を
と
つ
た
と
稱
す
る
マ
レ
ン
コ
フ
の
辭
任

(

二
月
八
日)

で
あ
り
、
ブ 

ル
ガー

 

ニ
ン
.
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
政
權
の
登
場
.

(

三
月
八
日)

で
あ
つ
た
。
こ
れ 

よ
り
さ
き
、

一
月
二
十
五
日
に
、
中
央
委
員
會
總
會
で
フ
ル
.シ
チ
ョ
フ
は
民
需 

物
資
の
增
產
に
關
す
る
措
置
を
非
難
し

「

社
會
主
義
建
設
の
或
る
段
階
に
お
い 

て
重
工
業
の
發
展
は
主
要
課
題
で
な
く
な
り
、
輕
工
業
が
他
の
一
切
の
工
業
部 

門
に
優
先
す
べ
き
で.あ
る
と
い
う
こ
と
を
證
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る

」

く
だ 

ら
な
い
理
論
家
は
右
翼
偏
向
の
お
く
び
で
あ
り
、
ル
ィ
コ
フ
、
ブ
ハ
！
リ
ン
的 

誤
讓
で
あ
る
と
罵
り
、
そ
し
て
肝
要
な
こ
と
は

「

全
國
民
經
濟
お
よ
び
不
敗
の 

國
防
力
の
强
固
な
基
礎
で
あ
り
、か
っ
國
民
福
祉
の
絕
え
間
な
い
向
上
の
源
衆 

で
あ
る
重
工
業
の
急
速
な
發
展
で
あ
る

」

と
斷
言
し
た
。
こ
の
言
葉
は
い
か
に 

も
マ
レ
ン
コ
フ
の
，，緩
和
政
策
に
對
す
る
罵
倒
で
あ
る
よ
う
に
受
取
ら
れ
る
が
、

し
か
し
く
だ
ら
な
い
理
論
家
と
い
わ
れ
る
の
は
、
或
い
は
緩
和
政
策
に
呼
應
し

三

三

(

六
八
三)

■ 

, 

• 

: 

.



三
田
學
會
雜

誌
：
：

第
四
十
八
卷
第
九
號

て
生
產
財
と
®

財
の
兩
部
門
の
生
產
增
加
率
を
同
荦
に
し
て
並
行
せ
し
め
る 

と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
一
部
の
經
濟
學
苕
の
みを
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ 

な
い
。
も
し
そ
れ
がマ
レ
ン
コ
フ
に
對
す
る
非
難
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
- 

同
時
に
ブ
ル
シチ
ョ
フ
.

に
對
す
る
非
難
で
も
な
け
れ
ばな
ら
'な
い
で
あ
ろ
. 

う
し
、
ま
た
マ
レ
ン
コ
フ
の
齡
任
の
理
由
が
緩
和
政
策
の
誤
謬
に
あ
っ
た
と
す

. 

れ
ば
、
师
か
そ
れ
に
關
す
る
一
言
が
彼
の
齡
任
聲
明
の
中
に
常
然
知
っ
て
よ
い 

は
ず
で
あ
ろ
う
。
實
際
の
政
策
に
お
い
て
も
消
費
財
の
增
產
は
喧
傳
さ
れ
た
ほ

.

ど
高I

f

の
も
の
で
は
な
か.っ
た
。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
そ
の
報̂
の
第
一
一
段
に
お
い
て
數
年
前
に
十
分
で
あ
っ
た
.

.

.
は
ず
の
穀
物
が
現
在
に
な
っ
て
不
足
し
て
い
る
^

情
を
説
明
し
て
、
國
民
の
願.

祉
水
準
の
向
上
に
伴
う
穀
物
需
要
の
增
加
、
人
口
增
加
に
伴
う
需
要
增
加
、
都 

市
住
段
の
增
加
に
伴
う
商
品
化
穀
物|而
耍
の
增
加
、
國
家
豫
備
の
增
加
、
輸
出 

用
穀
物
額
要
の
增
加
、
家
赍
飼
料
の
必
要
な
ど
を
列
擧
し
た
。
こ
の
言
葉
の
な 

か
に
は
マ
レ
ン
コ
フ
の
先
政
を
非
難
す
る
よ
う
な
文
句
は
一
っ
も
含
ま
れ
て 

い
な
い
。
そ
の
上
急
に
現
在
に
な
っ
て
穀
物
需
要
の
不
足
を
發
生
せ
し
め
る
よ

‘ 

う

.
な
理
_

は
そ
の
中
に
一
っ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
列
擧
さ
れ
た
理
由
は
い
ず 

れ
も
辕
想
し
得
た
は
ず
の
も
の
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
.
こ
れ
を
無
視
し
て
五
力
年 

計
憇
を
立
て
る
こ
と
は
越
だ
し
い
無
計
靈
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
も
の

. 

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
理
凼
に
基
い
て
立
て
ら
れ
た
穀
物
增
產
計
靈
は 

一
九
六
〇
年
ま
で
に
西
億
プ|
ド
と
い
う
意
外
な
低
額
で
あ
る
。
す
で
に
第
五 

次
訃
肅
の
目
標
が
西
十
傥
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
か
ら
さ
き
五
年
後
に
お
い
て
西 

*

偾
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
そ 

れ
で
も
っ
て
國
民
の
殻
物
需
要
も
家
帟
飼
料
の
歡
要
も
十
分
足
り
る
と
い
う
の 

で
あ
る
。
彼
は
こ
の
外
に
ト
オ
モ
口
コ
シ
增
產
訝
熨
、
，鑛
物
肥
料
の
增
產
、

肉
、

. 

三

四

(

六
ん
四)

牛
乳
、
卵
そ
の
他
の̂
產
物
の
供
給
增
加
針
蠻
を
發
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち 

ト
オ
モ
口
コ
シ
は
五
一
ー
一
年
の
三
西
五
十
萬
へ
ク
タ
|
ル
を
六
〇
年
ま
で
に
八
倍 

の
二
八
〇
〇
离
へ
ク
タ

ー

ル
に
.し
よ
う
と
い
うも
の
で
、
家
蒂
飼
料
め
補
充
と 

し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
五
五
年
度
以
降
の
新
課
題
の
一
っ
で
あ
る
。
そ
れ
に 

.し
て
も
粒
穀
百
億
プ
|
ド
と
い
う
新
五
ヵ
年
計
嶽
は
い
か
に
現
在
の
粒
殼
作
物 

の
生
產
能
力
が
停
滞
し
て
い
る
か
を
物
語
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

推
察
す
る
な
ら
ば
、
コ
ル
ホI
ズ
と
M 

T

Cの
.體
制
が
生
產
能
力
の
向
上
に 

っ
い
て
或
る
程
度
の
行
詰
り
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
れ
が
打
開
の
た
め
に
當
局
者
は
相
反
す
る
一
一
っ
の
■方
針
を
併
用
し
て
そ
の
調 

整
に
苦
し
ん
で
い
る
の
が
實
狀
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は 

農
民
に
利
益
と
自
曲
を
與
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
ホ
央
の
支 

.
配
と
計
載
化
を
强
め
よ
う
と
す
る
方
向
で
あ
る
。
物
質
的
關
心
の
晶
揚
は
た
し 

か
.に
農
民
に
直
接
的
利
益
を
興
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
生
產
額
と
調
達 

額
と
を
高
め
る
に.至
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
彼
等
の
膦
賈
カ 

を
高
め
る
.こ
と
に
よ
っ
て
消
費
財
の
不
足
を
相
對
的
に
は
强
め
た
で
あ
ろ
う 

(

こ
の
四
月
に
は
恒
例
の
小
寶
物
價
引
下
は
行
わ
れ
ず
、他
方
國
偾
の
割
當
額
は 

前
年
の
二
倍
と
な
っ
て
舊
に
復
し
た

)

。
フ
ル
シ
チ
y

フ
は
昨
年
三
月
に
粒
穀 

增
產
計
霰
を
要
請
丄
た
と
き
に
、
農
業
計
®
立
案
の
制
度
に
重
大
な
缺
陷
が
あ 

り
、
そ
の
集
中
化
が
コ
ル
ホI
ズ
や
M

T

G
の
創
意
を
拘
東
し
た
こ
と
を
反
衡 

し
た
。
各
地
域
の
特
性
を
無
視
し
た
一
率
の
ヰ
リ
ア
A -
ス
農
法
を
强
制
し
た
こ 

と
も
ま
た
非
難
さ
れ
た
。
タ
ィ
ム
ズ
紙
の
通
信
員
の
報
齿

(

五
五
年
六
月
六
日 

——
)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
月
以
來
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
中
央
の
机
上
計
遨
か
ら
幾
分 

解
放
さ
れ
、
寬
大
な
指
令
の
た
め
に
自
由
選
擇
の
餘
地
が
擴
大
し
た
こ
と

£
 

生
庳
額
の
七
五
％

)
を
.喜
ん
で
.い
る
と
傳
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
耕
作
の

方
法
と
時
期
に
っ
い
て
す
ベ
てM
T

G
に
依
存
す
る
コ
ル
ホI
ズ
ル
決
し
て
自 

由
選
擇
の
餘
地
を
十
分
に
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
に
お
い
て
指
導 

カ
の
服
化
と
改
善
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
機
會
に
說
か
れ
て
、
そ 

の
改
革
は
全
面
の
重
大
課
題
の
一
っ
で
あ
る
。
五
五
年
度
に
お
い
て
三
掷
人
の 

先
進
的
な
指
導
者
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
遂
り
こ
.む
計
蠻
が
立
て
ら
れ
た
。
か
っ
て 

第
一
次
五
ヵ
年
計
靈
の
と
き
に
都
市
か
ら
同
じ
よ
う
に
組
織
者
が

 

'邊
り
込
ま 

れ
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
を
支
配
し
た
こ
と
が
あ
り
、
摧
だ
し
く
農
民
の
反
感
を
か
づ 

た

r

し
V 
ー
_
^人
が
金
國
九.潭
匹
〒
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
ど
れ
か
に
送
り
込
ま 

れ
て
、
何
を
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
提
案
に

よ
る
收
獲 

牵
引
上
げ
方
策
は
、
極
め
て
非
經
濟
的
な
機
械
の
利
用
と
肥
料
の
使
用
を
警
め 

て
、
地
方
當
局#
が
最
少
限
度
の
義
務
的
要
求
を
作
成
し
、
そ
の
違
反
に
對
す 

る
責
任
を
規
定
す
る
こ
と
を
耍
來
し
て
い
る
b

ま
た
M

T

G
の
仕
事
の
非
能 

雍
、
ソ
フ
ホ
一
ズ
幹
部
の
怠
惰
を
瞥
め
、
コ
ル
ホ
I

ズ
指
導
員
の
義
務
職
化
と
責 

饪
の
重
課
を
力
説
し
て
い
る0
黨
ホ
央
委
員
會
.の
採
擇
し
た
フ
ル
シ
チ
a

フ
報 

衔
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

「

コ
ル
ホ—

ズ
制
度
.は
先
進
的
社
會
制
度
で
あ
り
、農
業 

召
產
高
^

1

觀
限
の
可
能
性
を
も
つ
て
い
る

」

、r

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
勞
働 

規
律
の
決
定
的
强
化
措
置
を_
じ
、
勞
働
紐
織
を
改
善
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
勞
働 

生
產
性
の
確
實
な
向
上
を
促
進
す
る
農
作
業
に
お
け
る
進
步
的
生
產
ノ
ル
マ
を 

根
氣
强
く
導
入
し
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
保
障
さ
れ
た
土
地
を
合
理
的
に
利
用
し
、

一
へ
ク
タ

ー

ル
の
面
程
か
ら
よ
り
多
く
の
農
產
物
を
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

. 

が
必
要
で
あ
る」

>

い
う
。

コ
ル
ホI
ズ
：體
制
の
低
い
生
產
性

(

例
え
ば
小 

遂
が
一
九
三
三
丨
七
年
の
五
力
年
平
均
で
耕
地
三
七
•
一
一
西
萬
へ
ク
タI
ル
に 

對
し
產
額
二
八.
八
西
萬
ト
ン
、
約
一
反
步
に
っ
畫
〇.
八
« ?)

"
の

大

き

な 

原
因
の
一
っ
と
み
ら
れ
る
官
僚
主
義
的
な
非
能
.率
と
.形
式
主
義
を
ば
、
指
導
と

■

ソ
連
の
農
業
問
題
 

•

監
督
、
義
務
と
責
任
の
强
化
に
よ
っ
て
矯
正
し
よ
ぅ
と
す
る
こ
の
方
針
は
は
た 

..
L

て
ど
れ
ほ
ど
未
來
性
を
有
す
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。

註(

1)
V
o
lin

,  

A

 

S
u
rv

e
y

 o
f  

S
o
v
ie

t  

R
u
s
s
ia

n

 A
s
rric

u
ltu

re

一
一
四
頁
の
表
よ
り
計
算
、
戰
後
の
擴
大
さ
れ
た
領
土
內
で
の
平
均
に
っ
い 

て
み
て
も
大
き
な
變
化
は
な
い
が
い
く
ぶ
ん
少
な
い
。

H
方
で
表
わ
す
な 

ら
ば
、

一
へ

ク
タ

ー
ル
當
り
七
•
八
キ
ン

タ
ル
、
換
算
し

て

一

反
步
七
八
キ 

卩
グ
ラ
ム
、

約
ニ 
0
貫
で
あ
る
。
芾
命
前
の
平
均
は
八
キ
ン

タ
ル
、

革
命
後 

最

高

の

.年
は
 

一
- A
H

七
年
の
九
.
ニ
キ
ン

タ
ル

c

三

五

(

六
八
五)


